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第35号り

貫
施
状
況
の
公
表

昭和32年度

財政再建計画

信芭

(単位千円)

計 画 額 決 算 額 比 較 増減額
区 分

歳 λ 稲 I一て使般財用源可能と額し 歳 入 額Iて一使般財用源可能と額し 歳 入 額Iて-般使財用源可能と額し
1 税収入 22.306 32.306 32 963 32.963 657 657 

イ普通年度分 32.306 22.206 32 963 32.963 657 657 

ロ財為政の増再収建入の

2地び地方方交譲付税与税及
31.~OO 31.900 34，032 2.132 

3都医道庫支出金支及び
府県出金 24，022 22.433 ーム1.589

4 地方債 9.10J 9.1CO 。
イ財政再建債

ロその他 9.100 9.100 。
5 その'他 工5565 工4.94ヨ ム 617 

議 入 ff 手1.943I 2.工72

の同了(毎，司.J.，L~発行)

昭和32年度賓施放況

昭和33年9月20日

財政再建年次総合計画
才入

(ー)

芳

場
一
問

所
郷
役
一
一
一

行
時
町
一
開

発
刊
で
潰
一
所

長
一
帥

朗
出才

ーっ

赤
し、士ハ

同羽
根
募
L 

金

人
間
は
誰
れ
で
も
幸
福
を
願
っ
て
お
り
ま
寸
が
世
の
中

に
は
不
幸
な
人
達
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
こ
の
不
幸
な
人
達

を
少
な
く
し
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
に
は
み
ん
な
が
た

す
け
あ
い
は
げ
ま
し
あ
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
の
あ
た

た
か
い
愛
情
た
す
け
あ
い
の
精
神
の
あ
ら
わ
れ
が
「
赤
い

羽
根
」
共
同
募
金
な
の
で
あ
り
ま
す
。
と
の
募
金
は
こ
れ

等
不
幸
な
る
人
々
の
た
め
つ
く
ら
れ
て
い
る
社
会
事
業
の

施
設
及
び
団
体
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
今
年
も
秋
の
お
と
ず
れ
と
共
に
こ
の
募
金
運
動
が

十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

町
も
左
記
目
標
額
の
も
と
に
こ
の
運
動
を
実
施
致
し
ま

す
か
ら
何
卒
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

記

県
目
標
額

郡
目
標
額

町
目
標
額地

長

浜

菩
u

タ
灘

櫛

生

出

海

大

和
白

滝

区

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
長
浜

町
財
政
再
建
計
画
の
昭
和
三
十
二
年
度
に
お
け
る
実
施
状

況
を
次
の
通
り
公
表
す
る

昭
和
三
十
三
年
九
月
二
十
日

長

浜

町

長

末

永

昭
和
三
十
二
年
度
実
施
状
況

本
町
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
に
お
い
て
も
前
年
度
旦
同
様
に
財
政
再
建
団
体

と
し
て
財
政
の
再
建
達
成
を
最
大
の
回
途
と
し
進
ん
で
支
出
の
抑
制
と
収
入

の
増
収
確
保
に
努
力
必
要
行
政
水
準
の
確
保
向
上
の
面
に
も
意
を
用
い
町
勢

の
進
展
を
期
し
つ

L
赤
字
の
解
消
を
促
進
す
る
様
努
め
余
剰
金
を
以
っ
て
二

ヶ
年
分
の
再
建
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
再
建
期
間
十
二
ヶ
年
を
十
ヶ
年
陀
短

縮
し
た
。
又
減
償
基
金
の
積
立
を
行
っ
て
再
建
期
間
綬
縮
の
某
擦
を
作
っ
た

次
に
財
政
再
建
計
書
額
と
決
算
額
と
の
対
比
守
示
せ
ば
左
表
の
通
り
で
あ
る

1 消費的綬費 I 43.516 I 39.878 I 42.2.75 I 38.362 I 1.341 I f':， 1.516 

イ人件費 I 19.870 I 19.工35 I 19.321 I 17 .759 I 549 Iム1.376

②基本給 11.938 I 11.509 I 11.932 I 10.762 I 6 I f':， 1.859 

eその他 I 7.982 I 7.626 I 7.3四 I 6.997 I 543 I 483 
物件費 I 19.845 I 17.242 I 19.372 I 17.484 I 473 I ，242 

ハその他 I 3.801 I 3.501 I 3.482 I 3.119 I 319 Iム 382

一一一一一一
2 投資的経費 I 48，346 I 12.068 I 47.149 I J2.512 I 1.工幻 I 444 

イ補助事業費 I 43，198 I 7.250 I 42.849 I 8.542 r 349 I 1.292 

ロ単独事業費 I 5.148 I 4.818 I 4.300 I 3.970 I 848 ，1 f':， 848 

一一一一
27.922 I 26.074 I 27.290 I 25.442 I 632 I f':， 632 

ロ

一
八

O
O万
円

六
八
万
一
千
円

二
十
二
万
二
千
八
十
円

p
n
 
一
O
二
、
一
五
八
円

一
て
九
九
二
円

一
八
、
二

-
O円

一
七
、
七
六
六
円

三
一
二
、
三
一
二
円

三
八
、
六
四
二
円

3 公債費

イ財政再建債
元手Jj償還金

ロその他

選
奉
人
名
簿
登
録
の

届
出
口
済
み
ま
し
た
か

現
在
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
一
ず
申
請
し
て
下
さ
い
。

で
は
、
九
月
十
五
日
現
在
に
よ
一
留
守
で
あ
っ
た
た
め
出
し
て

る
基
本
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
-
い
な
い
方
、
お
忘
れ
に
な
っ
て

行
っ
て
ま
す
。
一
い
た
方
メ
は
書
き
落
し
て
い
た
一
民
は
二
年
前
雨
や
ど
り
の
た

有
権
者
で
あ
っ
て
も
と
の
名
一
方
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
一
め
菩
多
灘
駅
前
菊
地
良
雄
さ
ん

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
一
ぐ
委
員
会
へ
屈
出
て
下
さ
い
。
一
方
で
各
方
面
の
方
が
困
っ
て
雨

選
挙
当
日
投
票
が
で
ま
ま
せ
ん
一
今
す
ぐ
で
あ
れ
ば
ま
だ
問
に
一
傘
の
貸
与
方
の
申
出
を
見
て
商

特
に
今
回
作
り
ま
す
名
簿
で
一
合
い
ま
す
。
一
信
に
苓
託
し
て
雨
傘
五
本
と
提

来
春
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
一
選
挙
当
日
に
な
っ
て
は
ど
う
一
燈
三
ケ
を
備
付
け
て
利
用
せ
し

知
事
、
県
議
、
町
長
、
町
議
、
一
す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。
一
め
て
地
区
民
よ
り
感
謝
さ
れ
て

参
議
員
等
多
数
の
選
挙
が
行
わ
一
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
正
一
い
る
。

れ

ま

す

。

一

確

な

名

簿

が

で

き

ま

す

事

を

念

一

登
録
も
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
必
一
一
蹴
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
一

、nりA
H
u
n
M
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O
o
n
N
H
u
o
n
u
A
H
U
n
H
X
H
W
A
H
H
E
u
n
υ
n
v
H
H
u
-
-
A
M
A
H円
高

HuknunMMHHVRHUO且
n
u
n
-
-
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M
A
N
A
U
A
l
a
v
n
H
u
g
a
u
n
H
v
n
u
x
H
H
A
v
n
u
A
H
U
目玉
H

来
る
十
月
-
日
か
ら
愈
々
新
一
と
豊
か
な
知
識
や
経
験
が
必
要
一
麻
酔
料
六

O
O円

l

一

計

二

四

八

円

三

O
三
円

し

い

医

療

費

が

適

用

さ

れ

る

こ

一

で

す

。

一

屯

服

三

四

円

五

四

円

一

n
君
は
高
血
圧
症
を
心
配
し

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
と
こ
ろ
が
現
在
使
用
中
の
医
一
注
射
九
二
円
一
二
二
三
円
一
て
医
師
を
尋
ね
相
談
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
甲
表
と
乙
表
一
療
費
で
は
技
術
料
の
評
価
が
投
一
検
血
-
回
八

O
円

六

三

円

一

甲

表

乙

・

表

が
あ
っ
て
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
一
薬
や
注
射
料
等
を
混
同
し
て
行
一
入
院
料
三
千
拾
円
二
三
六
六
円
一
初
診
料
一
八

O
円

五

O
円

も
J
く
医
療
機
関
が
自
由
に
え
一
わ
れ
る
た
め
技
術
そ
の
も
の
の
一
計
七
九
九
六
円
五
九
八
一
円
一
血
圧
測
定
料

l

一
三
円

1
I
l
l
l
-
ら
べ
る
こ
と
一
評
価
が
充
分
で
な
い
と
言
は
れ
一
甲
表
で
入
院
料
は
初
め
の
二
薬
(
厚
価
三

O
円
の
一
百
分
)

一

、

?

一

に

な

っ

て

お

一

て

屈

ま

す

。

一

ヶ

月

は

一

日

四

三

C
円

、

ニ

ヶ

一

三

四

円

一

一

六

円

一
朝
安
一
り
ま
す
。
そ
一

ζ

れ
を
改
め
技
術
を
高
く
評
一
月
と
三
ヶ
月
が
四

O
O円
、
四
一
皮
下
注
射
(
原
価
三
十
円
一
回
)

一

;
l
l

一
こ
で
当
然
の
一
価
し
投
薬
や
注
射
は
薬
の
原
価
一
ヶ
月
以
降
三
七

O
円

と

進

減

さ

一

二

三

円

七

七

円

一
牛
岩
杭
一
事
な
が
ら
県
一
だ
け
を
見
込
む
事
に
な
っ
て
居
一
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
計
二
三
七
円
二
五
六
円

一

4
t
一

内

で

も

甲

表

一

ま

す

。

一

B
子
さ
ん
は
か
ぜ
で
原
価
三
一
右
は
例
を
φ

め
げ
た
も
の
で
こ

一
室
ヨ
一
を
採
用
す
る
一
乙
表
は
従
来
の
通
り
で
一
点
一
十
円
の
皮
下
注
射
と
原
価
三
十
一
れ
の
み
に
よ
っ
て
結
論
・
つ
け
る

一
昭
匡
一
医
療
機
関
と
一
の
原
価
が
十
一
円
五
ナ
銭
で
あ
一
円
の
薬
を
一
日
分
づ
っ
も
ら
い
一
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
大
体
甲
表

一
い
一
乙
表
採
用
の
一
っ
た
の
が
十
二
円
五
十
銭
に
組
一
同
じ
手
当
を
三
回
受
け
て
治
つ
一
乙
表
の
特
徴
は
表
現
さ
れ
て
お

一

ρ
一

機

関

と

が

出

一

替

え

ら

れ

た

も

の

で

す

。

一

た

。

一

り

ま

す

が

経

費

の

重

い

軽

い

も

一

L
一

来

ま

す

の

で

一

甲

表

が

新

ら

し

い

考

え

方

で

一

甲

表

乙

表

面

弱

気

で

あ

っ

て

も

治

料

の

一
ノ
一
甲
乙
各
表
の
一
制
定
さ
れ
て
い
た
事
は
間
違
の
一
初
診
料
一
八

O
円
五
己
円
一
内
容
に
よ
っ
て
変
っ
て
来
ま
す

一

F
L
一
特
徴
と
す
る
一
な
い
処
で
す
け
れ
ど
も
一
概
に
一
注
射
料
六
九
円
二
三
一
円
一
の
で
一
口
に
言
う
事
は
出
来
ま

一

-
a
r
i
l
-
と
こ
ろ
の
重
一
乙
去
が
悪
い
と
も
言
え
ま
せ
ん
一
投
薬
代
五
一
円
一
二
九
円
一
せ
ん
。

一
証
明
川
一
な
点
を
し
つ
一
お
互
は
経
済
的
負
担
が
ど
う
な
一
再
診
料
一

O
O円

l

一
た
だ
言
え
る
事
は
従
来
も
そ

一

J
A司
一
て
い
て
い
た
一
っ
て
く
る
か
、
ど
ち
ら
が
経
く
一
計
四

O
O円
四

一

O
円
一
う
で
あ
っ
た
が
-
自
や
二
日
づ

-
I
l
l
1
1
1
-
だ
き
た
い
と
一
て
す
む
か
と
言
う
意
味
で
二
、
一

c君
は
お
な
か
の
調
子
が
お
一
つ
軽
々
と
医
師
を
変
え
る
事
は

思
い
ま
す
。
一
三
の
病
気
を
選
び
比
較
し
て
見
一
か
し
い
の
で
検
便
し
た
処
脳
虫
一
特
に
今
度
の
改
正
で
お
互
の
不

O
甲
表
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
一
ま
す
と
一
症
で
あ
る
事
が
分
り
屯
服
薬
を
一
利
益
に
な
る
よ
う
で
す
。

医
療
の
眼
目
は
病
気
の
ま
し
一

A
さ
ん
は
急
性
盲
腸
炎
で
七
日
一
も
ら
っ
て
の
み
治
っ
た
。
一
医
療
経
費
の
負
担
を
軽
く
す

い
診
断
と
処
置
に
よ
っ
て
最
も
一
入
院
し
て
治
療
し
た
と
し
て
一
甲
表
乙
表
一
る
遣
は
唯
一
つ
自
分
の
信
頼
で

少

な

い

経

費

と

最

も

短

か

い

期

一

甲

表

乙

表

一

初

診

料

一

八

O
円

五

O
円
一
き
る
医
師
を
選
び
そ
の
指
示
を

聞
で
治
療
す
る
事
で
す
J

一
初
診
料
一

λ
O円
五

O
円
一
屯
服
(
四
服
)
六
八
円
二
二
八
円
一
忠
実
に
守
っ
て
療
養
に
努
め
る

そ
の
た
め
に
は
高
度
の
技
術
一
手
術
料
四
千
円
三
一
二
五
円
一
検
便

l

二
五
円
一
以
外
に
な
い
と
言
え
る
事
で
す

去
る
九
月
四
日
、
長
浜
町
役

場
会
議
室
に
お
い
て
、
長
浜
町

メ
ー
ト
ル
法
実
施
推
進
委
員
会

を
開
催
し
、
長
浜
叫
メ
ー
ト
ル

法
笑
施
推
進
方
法
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
長
浜
町
は
、
十
月

一
日
か
ら
、
メ

l
ト
止
法
に
全

種
目
切
替
実
施
す
る
ζ

と
に
な

り
、
法
律
に
よ
る
強
制
切
替
の

来
年
一
月
一
日
以
降
混
乱
の
生

ず
る
事
を
極
力
ざ
け
る
た
め
と

一
白
も
早
く
切
り
替
え
を
実
施

し
て
、
年
内
に
充
分
熟
練
し
て

頂
く
為
に

十
月
一
日

に
定
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
3

皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
御
協
力
を

御
願
い
致
し
ま
す
。

、，t
f
E
4
2

屯.，、
f
・J
t
f
z

民
生
委
員
へ
櫛
生
地
区
)

10月i自治 hら賓施

沖

野

要

氏
任

命

長浜町ではメートル法を

民
生
委
員
生
田
暢
庸
氏
(
櫛
生

地
区
)
は
今
岡
退
職
(
病
気
の

た
め
)
さ
れ
そ
の
後
任
と
し
て

、
沖
野
要
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
u尚
生
回
民
生
委
員
は
大
正
時

代
年
当
時
の
方
面
委
員
と
し
て

任
命
さ
わ
て
以
来
、
社
会
事
業

の
た
め
尽
す
い
さ
れ
た
功
績
者

で
今
間
的
退
職
に
当
り
町
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

奇
篤
な
行
為

今
坊
字
日
ノ
浦

宮
田
善
一
郎
氏

f 歳入歳出差引額

住

宅

統

計

調

査

-

総
理
府
統
計
局
で
は
来
る
十
一
調
査
す
る
こ
と
が
ら
は
、
家
一

月
一
日
現
在
に
よ
り
全
国
的
に
一
の
坪
数
、
畳
数
、
構
造
、
破
損
一

住
宅
統
計
調
査
を
行
う
事
に
な
一
の
有
無
.
建
築
の
時
期
、
持
家
-

り

ま

し

た

。

一

か

借

家

か

、

家

賃

、

設

備

は

ど

一

こ
の
調
査
は
「
い
ま
日
本
で
一
う
か
、
又
世
帯
主
の
職
業
‘
勤
一

住
宅
の
状
態
は
ど
う
な
っ
て
い
一
労
世
帯
の
一
ヶ
月
当
り
の
総
収
-

る

か

」

「

ど

の

様

な

人

が

住

宅

一

入

必

ど

で

す

。

一

に
困
っ
て
い
る
か
」
「
今
後
住
一
な
お
当
町
に
お
け
る
調
査
地
一

宅
を
建
て
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
一
域
は
、
七
区
、
三
十
六
区
、
三
一

住
宅
を
建
て
た
ら
一
十
八
区
、
戒
川
、
惣
瀬
、
柿
之
一
-

よ
い
か
」
な
ど
、
一
久
保
、
朝
日
、
港
、
坂
谷
、
小
一

住
宅
対
策
を
た
て
一
山
の
十
地
区
で
す
。
一

る
た
め
に
是
非
必
一
税
金
の
査
定
や
家
賃
の
取
締
一

要
な
資
料
を
作
る
一
り
な
ど
の
目
的
に
使
う
よ
う
な
一

た
め
の
基
本
的
な
一
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
一

統
計
調
査
で
あ
り
一
ら
調
査
員
が
お
何
い
じ
た
際
に
一

ま

す

。

、

は

よ

ろ

し

く

御

協

カ

下

さ

い

.

.
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統計調雪0)御願し、

沿
岸
漁
業
臨
時
調
査

域育櫛域 れ礎漁漁て
ご島生はなま資業業昭
との、大おす料制機和
に各畏和当。を度の三
行漁浜、町 作の切十
い業、白に 成改り六
ま協沖滝お す E替年
す同 f帝をけ るにえ度
。組、除る た必及に
合喜き調 め要ぴお
、多出査 にな現け
地灘海区 行基わる

農
林
省
に
お
い
て
は
昭
和
二

十
九
年
一
月
-
日
現
在
の
沿
岸

市
町
村
を
対
象
と
し
て
本
年
十

一
月
一
日
現
在
で
海
面
漁
業
者

の
一
斎
調
査
を
行
う
事
に
な
り

ま
し
た
。

ζ

の
調
査
は
最
近
五
ヶ
年
間

の
海
面
漁
業
者
す
ベ
て
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
間
の
変
化
の

状
況
を
統
計
的
に
明
ら
か
に
し

一

自衛官募集
10月10日まで 1 .希望者は永続勤務が可

能です
18才以上"'25才まで 2.在隊中補導教育が実施
10月19日'"11月5日までの問 されます

~'I"'\ • ~ 3.除隊者の就職斡旋が行
6.150円(その他諸T 当) われます

』且4

z...~ 
-二L

、!~

、母睦
受付

資格

試験

初任給
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今
日
は
最
近
県
が
購
入
し
た

小
型
の
キ
ツ
チ
シ
カ

l
(栄
養

指
導
車
)
で
僻
村
の
小
道
で
も

入
卒
す
る
「
動
く
お
台
所
」
の

愛
称
を
も
っ
て
皆
さ
ん
の
料
理

果

樹

一

悪

い

影

響

が

あ

る

の

で

監

授

が

十

の

指

導

に

当

る

て
第
一
燐
酸
石
灰
の
撒
布
一
七

1
八

割

終

了

し

た

頃

即

ち

十

一

章

の

来

る

日

で

L
r
国
早
生
温
州
に
対
す
る
着
色
増
一
月
中
下
匂
頃
の
施
肥
が
良
い
。
一
す
。
場
所
は
長

J
一
進
剤
の
第
一
燐
酸
石
灰
加
用
石
一

O
秋
肥
施
用
成
分
量
(
反
当
)
一

JaJ
浜
高
等
学
校
前

5
一
灰
硫
黄
合
剤
の
撒
布
は
、
本
郡
一

N
四
雷
、

P
三
賞
、

K
二

貫

一

司

悶

寸

の

広

場

で

待

つ

3
一
に
お
い
て
も
一
昨
年
よ
り
撒
布
一
施
肥
料
は
闘
の
状
態
に
よ
り
一
日

3
F
程
も
な
く
所
長

第

τて
き

た

。

一

多

少

の

加

減

ー

を

し

特

に

弱

っ

て

一

る

建

一

}

以

下

の

望

肩

で

一
こ
の
間
の
成
績
及
び
各
方
面
一
い
る
も
の
に
対
し
て
は

N
を

や

一

あ

じ

日

す

。

間

も

な

く

一
よ
り
の
試
験
成
績
を
見
て
も
早
一
や
多
di
施
す
必
要
が
あ
る
。
一
〉
判
官
車
の
後
部
が
開

一

生

温

州

に

対

し

て

は

良

い

成

績

一

三

病

害

虫

防

除

一

江

阜

苦

か

れ

調

理

台

.

一
が
出
て
い
る
の
で
今
年
も
牧
獲
一
ィ
採
収
前
の
硫
黄
合
剤
の
さ
一
員
主
主
ガ
ス
コ
ン
ロ
が

一

前

に

撒

布

す

る

事

。

一

ん

布

一

一

文

民

守

現

わ

れ

る

と

人

一
O
撒

布

濃

度

一

着

色

の

促

堤

ダ

ニ

類

の

防

一

幻

遊

山

A

々
の
回
は
白
い

一
水
互
に
対
し
第
一
燐
酸
石
一
除
。
品
質
の
向
上
に
効
果
が
大
一
主
'
)
上
着
、
白
布
で

一

灰

一

五

匁

一

で

あ

る

。

十

艮

t
ノ
@
髪
を
包
ん
だ
普

一
水
互
に
村
し
石
灰
硫
黄
合
一
本
剤
の
一
五
二
倍
液
の
さ
ん
一
改
す
及
員
の
手
先
に

一

剤

刀

、

匁

一

布

一

一

「

ノ

γ零
時

期

一

口

議

類

の

防

除

一

活

官

注

が

れ

ま

す

0

3
一
果
実
が
二
分
位
差
色
し
た
頃
一
夜
蛾
類
の
中
で
最
も
大
き
な
一
生
護
持
そ
し
て
手
順

画
一
即
ち
十
月
上
旬
頃
が
一
番
よ
い
-
被
害
を
与
え
る
も
の
は
、
ァ
ヶ
一
む
~
』
よ
く
野
菜
を
刻

一

様

で

あ

る

一

ピ

コ

ノ

ペ

ア

カ

エ

グ

リ

パ

、

一

止

付

ん

だ

り

湯

が

い

一
二
、
早
生
温
州
は
連
年
良
く
一
ヒ
メ
エ
グ
リ
パ
で
あ
る
。
こ
れ
一
た
り
、
に
た
り

一
結
果

1
隔
年
結
果
は
少
い
が
之
一
等
の
蛾
は
昼
間
は
山
林
や
草
む
一
し
な
が
ら
皆
さ

一
は
早
期
に
採
収
す
る
た
め
、
そ
一
ら
の
中
に
い
て
夜
に
な
る
と
闘
一
ん
の
家
に
あ
る

商
品
一
の
後
寒
さ
が
来
る
迄
に
肥
料
成
一
内
に
飛
来
し
て
害
を
す
る
た
め
-
手
元
の
材
料
で
簡
単
に
で
き
栄

悟
一
分
を
吸
収
し
樹
勢
を
恢
復
す
る
一
防
除
は
比
較
的
困
難
で
あ
る
。
一
養
の
由
主
口
固
な
支
那
料
理
の
実
演

一
の
で
翌
年
も
開
花
結
実
を
よ
く
一
現
在
で
は
青
色
蛍
光
燈
を
用
い
一
で
す
。
詮
に
も
分
る
様
に
説
明

一
す
る
の
で
あ
る
。
一
防
除
す
る
方
法
が
あ
る
が
当
地
一
を
加
え
な
が
ら
お
料
理
を
車
を

一
従
っ
て
採
収
後
に
樹
勢
恢
復
一
方
に
多
い
ア
ケ
ピ
コ
ノ
ハ
に
は
一
因
ん
で
熱
心
に
聞
い
て
い
る
百

一
の
為
の
秋
肥
は
な
る
べ
く
早
く
一
殆
ん
ど
効
果
を
表
さ
な
い
。
一
七
十
人
程
の
人
達
に
少
し
づ
っ

〉
一
施
す
必
要
が
あ
る
。
秋
肥
は
早
一
従
っ
て
現
在
の
所
こ
れ
等
夜
蛾
一
試
食
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

f
レ
一
く
施
す
程
肥
効
も
よ
く
又
樹
勢
一
類
を
防
除
す
る
に
は
夜
園
内
を
一
す
る
と
期
せ
ず
し
て
、
ァ
、

一
の
恢
復
も
早
い
。
し
か
し
余
り
一
見
ま
わ
り
補
殺
す
る
以
外
に
良
一
オ
イ
V
イ
こ
れ
な
ら
さ
っ
そ
く

一
早
〈
施
す
と
そ
の
年
の
果
実
に
一
い
方
法
は
な
い
。
一
家
に
帰
っ
て
出
来
そ
う
よ
:
・
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一

‘

一

門

答

凶

昭

和

三

四

年

一

月

一

目

玉
メ
ー
ト
し
去
と

D
首

一

一

以

降

は

メ

ー

ト

ル

系

以

外

の

開
一

4

1

d

占
乱

4

/

〈

ご

ま

一

単

目

盛

の

も

の

は

使

用

出

来

一

第

七

号

一

な

引

事

に

な

る

¥

一

尚

併

用

目

盛

の

も

の

は

使

用

一
門
間
〕
メ
ー
ト
ル
法
は
何
時
か
一
メ
ー
ト
ル
系
単
目
盛
の
も
の
一
が
認
め
ら
れ
る
が
、
メ
ー
ト
ル

一

ら

実

施

さ

れ

る

の

か

一

の

み

と

な

る

。

一

法

推

進

に

伴

い

、

あ

る

時

期

一
切
言
き
昭
和
三
四
年
一
月
一
日
一
尚
検
定
の
場
合
に
お
い
て
も
一
に
尺
貫
系
の
目
盛
は
消
さ
な
け

川
町
一
か
ら
日
本
中
完
全
実
施
さ
れ
一
メ
ー
ト
ル
系
単
目
盛
以
外
の
一
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

庄
一
が
昭
和
三
四
年
一
月
一
日
は
一
も
の
は
、
検
定
に
合
格
さ
せ
一
門
問
凶
桝
に
つ
い
て

日
一
最
終
目
標
で
あ
っ
て
、
メ

l
一

な

い

。

一

門

書

液

用

桝

に

限

り

従

来

の

月
一
ト
ル
化
の
実
行
は
早
い
程
よ
一
門
間
凶
修
理
に
つ
い
て
は
一
一
合
に
見
合
う
)
八

C
c
c

毎
一
い
の
で
あ
る
一
円
答
凶
昭
和
一
二
四
年
一
月
一
日
一
と
一
升
に
見
合
う
一
八

0
0

1

一
そ
こ
で
愛
妓
県
で
は
、
最
終
一
以
後
に
修
理
を
行
う
場
合
は
一

G
C
の
二
種
類
が
認
め
ら
れ

一
切
替
実
施
目
標
を
、
九
月
二
全
部
メ
ー
ト
ル
系
単
目
盛
に
一
穀
用
桝
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

一
日
と
定
め
実
施
す
る
事
に
な
一
改
修
さ
れ
る
。
一
一
斗
に
見
合
う
十
八
立
一
種
だ

ヨ
一
っ
た
。
そ
れ
で
昭
和
三
四
年
一
但
し
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
一
け
が
認
め
ら
れ
る
。

町
一
一
月
一
日
が
来
た
時
に
は
、
一
月
三
十
一
日
以
前
に
修
理
を
一
③
メ
ー
ト
ル
法
メ
モ

ド
一
自
然
と
メ
ー
ト
ル
法
に
完
全
一
す
る
場
合
に
は
、
併
用
目
盛
一
一
グ
ラ
ム
は
、
一
円
貨
幣
の

町
一
移
行
が
出
来
て
い
た

l
と

言

一

が

認

め

ら

れ

る

。

一

重

さ

で

す

。

年
一
よ
う
に
す
る
事
が
目
一
様
な
の
一
門
間
凶
販
売
に
つ
い
て
は

げ

し

比

一

で

あ

る

。

一

門

答

M

昭
和
コ
一
四
年
一
月
一
日

和
一
門
間
凶
メ
ー
ト
ル
法
え
の
移
行
一
以
後
は
尺
、
貫
系
の
み
の

昭
一
に
伴
う
計
量
器
の
製
造
は
ど
一
計
量
器
は
販
売
す
る
事
が
出

一

う

な

る

か

一

来

な

く

な

る

。

門
答
凶
製
造
に
つ
い
て
は
、
昭
両
閣
凶
使
用
中
の
も
の
に
つ
い

和
三
四
年
一
月
一
日
以
後
は
一
て
は
ど
う
な
る
か

十
月
農

作
業

(ニ)

上
る
能
率

と
さ
L

ゃ
く
御
婦
人
。
或
は
こ

れ
は
あ
っ
さ
り
し
て
仲
々
食
べ

心
地
が
良
い
ね
:
等
の
戸
が

問
え
る
、
質
問
を
終
え
て
先

ず
は
終
了
。
で
は
早
速
今
夜
は

こ
の
御
料
理
を
主
人
や
子
供
に

と
足
ど
り
も
軽
そ
う
な
後
姿
を

見
送
り
な
が
ら
私
達
も
ほ
っ
と

し
て
顔
を
見
合
わ
せ
顔
の
ほ
こ

ろ
び
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た

。
「
今
後
は
今
日
を
皮
切
り

に
旧
町
村
単
位
、
月
一
回
の
割

合
で
皆
さ
ん
に
お
目
見
え
致
し

ま
す
。
ど
う
か
吋
愛
が
っ
て
や

っ
て
下
さ
い
。
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軽
自
動
車
税
が
町
税
い

今
年
か
ら
自
転
車
荷
車
税
が

な
く
な
っ
て
、
新
し
く
軽
自
動

車
税
が
町
税
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
様
な
車
が
そ
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

て
ニ
輸
の
小
型
自
動
車

年
税
額
二
、
五

O
O円

二
、
軽
自
動
車

年
税
額
一
、
五

O
O円

三
、
農
耕
作
業
用
自
動
車

(
耕
転
機
に
索
引
車
を
と
り

つ
け
た
も
の
)

年
税
額
て

O
O円

四
、
原
動
機
付
自
転
車

1
第
一
種
総
排
気
量

O
、
。

五
リ
ッ
ト
ル
円
以
下五
O
O円

2
第
二
種
の
イ
総
排
気
量
。

、

O
五
リ
ッ
ト
ル
以
上

O

、

C
九
リ
ッ
ト
ル
以
「

八

O
O円

第
二
種
の
ロ
総
排
気
量

O
、

O
七
リ
ツ
ト
山
川
以
よ

て

0
0
0円

原
動
機
付
自
転
車
は
従
来
の

自
転
車
、
荷
車
税
の
場
合
と
同

じ
で
す
。
二
輸
の
小
型
自
動
車

軽
自
動
車
は
前
年
迄
県
税
で
あ

っ
た
も
の
が
そ
の
ま
L
町
村
に

委
譲
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
た

ど
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
が
新

し
く
課
税
の
対
象
と
な
っ
た
点

が
違
っ
て
い
ま
す
。

農
耕
用
自
動
単
と
は
、
農
家

の
皆
さ
ん
が
購
入
さ
れ
て
い
る

耕
転
機
に
、
運
搬
出
中
を
併
せ
て

買
入
れ
、
道
路
ポ
運
搬
で
き
る

よ
う
に
し
た
車
の
事
で
す
。

賦
課
期
日
は
四
月
一
日
に
な
っ

て
い
ま
ず
か
ら
年
度
途
中
に
新

し
く
購
入
さ
れ
た
方
は
月
割
課

税
に
な
り
ま
す
。
納
付
は
年
一

回
、
四
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
に
限
り
最
初
の
年
で

あ
っ
た
の
で
九
月
と
な
り
ま
し

た
ο癒
止
に
な
っ
た
自
転
車
、
荷

車
税
で
も
‘
昭
和
三
十
二
年
ま

で
の
課
税
の
内
で
滞
納
に
な
っ

て
い
る
も
の
は
納
め
て
頂
か
ね

豊
茂
地
区
に

農
地
等
交
換
分
合

震
行
委
員
会
結
成

昭
和
三
十
三
年
度
本
町
農
地

交
換
分
合
第
一
次
事
業
と
し
て

大
字
鞍
茂
全
域
及
び
大
字
穂
積

の
一
部
の
地
域
約
一

C
O町
歩

の
農
地
の
交
換
分
合
を
実
施
す

る
事
に
岡
地
域
内
の
耕
作
の
権

利
を
有
す
る
農
家
の
方
々
の
同

意
を
一
得
、
実
行
委
員
の
選
出
が

終
り
、
県
の
係
官
を
迎
え
、
町

長
‘
農
業
委
員
会
長
、
産
業
課

長
出
席
の
下
に
農
地
等
交
換
分

合
実
行
委
員
会
p-
結
成
が
出
来

左
記
の
還
り
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
町
民
の
管
様
も
本
事

業
が
初
期
の
目
的
通
り
完
遂
出

来
ま
す
よ
う
格
段
の
御
協
力
を

御
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

戸
U
妥
A

口

一
、
名
称

棲
茂
地
区
農
地
等
交
換
分
合

実
行
委
員
会

ノ

九

月

十

五

日

υ

は
「
と
し
よ
り

パ

の

日

」

で

各

地

汀

で

敬

老

会

又

そ

け

れ

ん

¥

む

御

家

け

庭

で

は

、

と

し

-

メ

よ

り

を

中

心

と

弓

し

た

、

お

じ

い

は

い

ち

ゃ

ん

お

ば

あ

ー

ち

ゃ

ん

あ

り

が

ド

と

う

の

感

謝

の

H

催
し
を
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

我
等
は
「
と
し
よ
り
の
日
」

に
限
ら
ヂ
毎
日
ノ
¥
を
こ
の
感

謝
の
気
持
で
送
り
た
い
も
の
で

す。
長
浜
町
最
年
長
の
方
は
村
木

イ
ト
さ
ん
へ
青
島
地
区
)
九
「
九

才
(
安
政
六
年
生
)
で
す
。

今
尚
目
も
耳
も
達
者
で
元
気

に
暮
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

尚
今
年
八
十
八
才
(
米
寿
)
の
良

き
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
次
の

方
々
で
す
。

川
崎
輝
吉
(
長
浜
)

鎌

田

ミ

ネ

(

か

)

伊
藤
仙
吉
(
青
島
)

高
田
倉
蔵
(
出
海
)

菊
地
八
重
喜
(
曲
耳
茂
)

玉
井
ハ
ル
ノ
(
今
坊
)

藤
田
キ
チ
ノ
(
白
湾
)

皆
石
チ
ヨ
(
戒
川
)

渡
辺
ミ
ツ
ヨ
(
架
)

谷
井
キ
チ
(
櫛
生
)

ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
納
の
方
は

出
来
る
だ
け
早
〈
納
め
て
旧
法

に
な
っ
た
税
金
が
残
ら
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

トさん(青島)村木イ

八
月
届
出
分

生

入

月

二

十

五

日

本

庁

青

島

海

底

電

話

開

通

式

一

成

田

重

則

長

女

の

り

予

へ

月

二

十

六

日

一

佐

々

木

庸

一

長

女

千

恵

J

玄
l
E
j
t
「
ぜ
升
育
公
飛
谷
一
沢
井
福
督
二
女
加
代
子

引
寸
い
引
い
U
i
f
;
;
;
i
一

木

村

文

男

長

女

陽

子

』

;
.
1
.
白

人

一

矢

野

教

雄

長

男

敬

一

1
月

一

ア

ヤ

七

日

一

p

f

i

t

s

y

ノ
ニ
」
1
4

一
#
l

子

建

男

同

昔

日

町
防
犯
対
策
協
議
会
役
員
会
」

E

j

z

c

i

!
ド

f

J

J

ハ

一

正

一

一

一

陽

子

八

月

三

十

日

「

山

本

住

利

長

女

ま

ゆ

み

新
市
町
村
建
設
計
画
説
明
会
一
中
島
正
通
長
男
透

九

内

三

日

一

沖

野

利

雄

二

女

英

美

海
外
出
漁
指
導
者
協
議
会
一
回
窒
康
人
長
女
塾
大
雪

一

一

櫛

生

九

一

己

日

立

主

主

主

主

一

判

官

浦

敏

明

長

女

操

記

↑

J
1
I
t
-
-
f

一

増

田

典

一

郎

三

女

文

代

一

、

開

催

の

日

時

場

所

一

九

月

四

日

一

山

本

春

男

二

男

栄

一

十

月

凶

白

午

前

十

時

一

メ

ー

ト

ル

法

実

施

推

進

委

員

一

出

海

長

浜

町

役

場

会

議

室

一

会

一

東

浦

伝

二

男

豊

二

、

携

行

口

四

一

九

月

五

日

一

水

回

幹

天

二

女

し

の

ぶ

銃
砲
所
持
許
可
証
、
ノ

l
卜

一

公

明

選

挙

推

進

運

動

協

議

会

一

大

和

筆

記

具

、

狩

猟

関

係

法

令

雫

一

?

一

ー

成

田

住

重

長

男

忠

徳

Z
B持
参
し
て
下
さ
い
。
一
九
月
六
日

Li森
岡

賢

二

女

愉

美

子

一

げ

ザ

ヶ

栽

培

並

電

気

乾

主

向

井

忠

二

女

直

美

一

詳

王

差

ユ

片

山

口

肇

三

男

典

夫

u

i

一

九

月

七

日

件

白

滝

制

力

者

追

放

し

て

一

ド

号

合

同

慰

霊

祭

(

ム

料

水

院

長

江

ト

h

&

E

;

一
4

1

9

1

1

は

一

新

安

与

長

女

明

る

い

社

会

を

一

品

引

員

会

農

地

部

会

一

一

一

山

下

芳

雄

長

男

兼

男

J

A

i

i

一
連
草
書

E
居
並
立
ロ
」

z
b一
西

宮

正

幸

三

女

香

一

一

一

、

被

害

に

か

か

っ

た

り

暴

力

一

九

月

十

二

日

一

マ

死

亡

事

犯

を

目

げ

き

し

た

時

は

必

一

固

定

資

産

評

価

審

杏

委

員

会

一

本

庁

ず

警

察

え

連

絡

し

て

下

さ

い

一

九

月

十

五

日

一

松

岡

音

蔵

四

)

い

わ

ゆ

る

「

礼

参

り

」

に

一

共

同

募

金

委

員

会

一

増

田

銀

十

郎

対

し

ま

し

て

は

法

律

に

お

礼

一

出

海

地

区

敬

老

会

一

回

淵

源

治

郎

均
一
埜

3
1一川
あ
り
は
寸
一
一
一
=
一
五
一
一
三
三
一
一
三
一
一
三
一
一
一
=
一
一
一
一
喜
一
一
三
一
三
一
=
一
一
一
一
一
一
三
岡
孝
雄

げ
寸

j
1
イ
ォ
4
1望
害

虫

一

れ

る

方

は

警

察

え

御

連

絡

下

一

矢

野

春

雄

足
μ
{

ソゴ
1
2
し

一

さ

い

。

も

し

持

っ

て

お

ら

れ

一

出

海

一
る
方
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
万
一
城
戸
チ
ト
ミ

傘一
4

銃

蛍

見

届

出

一

は

す

ぐ

鶴

田

容

?

え

知

ら

し

て

円

一

大

和

に

つ

い

て

↑

さ

い

。

一

竹

内

ア

サ

子

士

一

、

最

近

や

く

ざ

間

等

で

け

ん

一

白

滝

て
け
ん
銃
は
法
律
で
持
て
な
一
銃
を
使
用
し
て
の
事
件
が
起
一
山
下
カ
メ
ヨ

い
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
一
っ
て
お
h

ま

し

で

も

っ

と

も

一

山

本

留

蔵

ら
元
軍
人
等
で
持
っ
て
お
ら
-
危
険
な
も
の
で
有
り
ま
す
、
尾
上
菊
美

士

関

口

同

一

一

三

わ

た

し

に

も

一

l
U叶
糾

引

町

一

環

〓

一

一

一

一

同

盟

問

一

一

回

、

一

づ

一

一

三

君

に

も

で

き

る

一

二

ノ

E
B
一

一

一

一

一
一
た
す
け
あ
い
一
募
金
一
明
一
一

一一

1

1

月

一

一

一

一

円

U
二

a
V
4
F
A噂
h
v
t
y
e
d時
A
V
d也
事
品
弘

v
a
V
4
v
a
V
4喝
品

vdd晦
品

4
噛

+

4

v

d地
z
e
d臨
b
品
噂

4

4
噌
泊

v
d略
争
d
也

二
、
事
務
所
の
所
在
地

長
浜
町
役
場
内

三
、
役
員

会

長

小

西

豊

己

副

会

長

西

山

利

秋

実
行
委
員
長
未
定

四
、
実
行
委
員

1
農
業
奪
回
貝
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二
宮
邦

松

田

永

西
山
利
秋

2
部
落
選
出
委
員

宇

都

宮

古

口

幸

北

岡

弘

山
本
政
男
、
上
回
角
友
、
宮
川

末
五
郎
、
池
田
清
光
、
亀
田
四

郎
、
飛
田
慶
三
郎
、
松
田
嘉
頭

男
、
同
潟
地
士
口
出
力
、
菊
地
直
樹

一
藤
石
見
、
菊
地
嘉
彦
菊
地

有
友
、
小
西
豊
己
、
岡
み
鶴
男

水
本
隆
徳
、
楠
野
孝
行
(
順
位
不
問
)

狩
獄
に
関
す
る
講
習
会
の
お
知
り
せ

こ
の
た
び
狩
猟
法
が
改
正
さ

れ
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
は
、
都
道
府
県
が
開
催

す
る
講
習
会
を
受
け
な
け
れ
ば

免
状
の
交
付
が
出
来
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
次
の
通
り

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

該
当
者
は
全
員
も
り
な
く
受
講

さ
れ
る
様
御
知
ら
せ
致
し
ま
す

暴
力
団
を
追
放
し
て
明
る
い
社

会
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
愛
媛

県
警
察
本
部
に
昭
和
三
十
一
年

十
月
暴
力
団
取
締
本
部
を
置
い

て
か
ら
暴
力
事
犯
は
減
少
の
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
本
年
始
頃

よ
り
僅
か
で
あ
り
ま
す
が
増
え

は
じ
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
一
月
か
ら
六
月
発
生

二
ニ
三
一
件

昨
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で

一
二
五
七
件

警
察
で
は
暴
刀
の
根
源
を
徹
底

的
に
な
く
す
る
た
め
に
く
り
か

え
し
て
強
力
な
取
締
り
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
左
記
の
点
に

つ
い
て
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

ロい釜ロ

て
暴
力
団
「
は
人
の
弱
み
に
つ

け
こ
み
ま
す
弱
味
が
あ
る
た

め
に
彼
ら
の
い
い
な
り
放
題

に
な
っ
た
り
暴
力
団
を
追
払

う
の
に
他
の
暴
力
団
の
カ
を

借
り
る
事
は
結
局
み
づ
か
ら

窮
地
に
陥
る
事
に
な
門
ま
す

二
、
暴
力
団
に
対
し
ま
し
て
は

個
人
の
カ
で
対
抗
す
る
よ
り

も
警
察
と
街
の
人
々
と
の
協

同
で
排
除
す
る
の
が
効
果
的

で
あ
り
ま
す
。

可守

出


